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17) BrdU をrtn ､た胆嚢粘膜の解析

黒崎 rju･渡辺 英伸 (新潟大学第--･病理)
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三輪 浩- 凋 井 正典 璃 潟臨納 鰯 院∋

Ⅰうt-omodeox yuridine 汀l卜Br(ltI) は DN̂ 合成期

の横をこ特異的に取 り込まれる.この Brd u に対する単

一タロ-ソ抗体が発見され,細胞周期の研究が比較的簡

便をこできるようになった.胆轟をこおいては化生上皮の解

析が胆嚢癌発生を知る手掛かりとなると思われた.今回

外科切除非癌胆蕪25 症例59部位をFHL､,in ,ヽitro にて

胆嚢 上反の増殖能.増殖常に一)し､て検討した.-一般に,

胆轟の固有土成,軽度の化生上皮では Brd u 陽性細胞

は少数散発である.開塾,腺型の化生上皮では増殖帯をこ

相当する陽性細胞の高密度域を形成するものが認められ

た.また,標識率 (細胞 1榊0 個当りの陽性細胞数の割

合)屯高儀であることが示された.

18)親子ス コ-プ方式胆道鏡をこより診断し得た
胆道癌の 1例
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症例は67 才男性.昭和6こi隼(ミJ129 ト1近医にて Al-P

580 ILT /1,It',TP 257 1LUl と肝障害を指摘さか7 月6

日当科受診.自覚症状なく,腹部エコ-,DIC をこても

異常なく,禁酒指導し経過観察していた.その後もALP ,

t･r.rl｢Ⅰ )の軽度上昇続き12F~]8 卜7入院 し ERCP 施行.

車-下部胆管をこ隆起性病変認め,親子スコ-プ方式胆道

鏡下プラッシソダ,細胞診で class V の診断を得た.辛

成元年 2 月 ll｣陣頑十二指腸切除術施行.胆管に 5,7x

2.OeIT IL')結節浸潤型病巣認れ 組織学的i二は高分化型

腺癌 nl( +)n2( +)であった.術前診断に終日的胆管

内視鏡が有周であった症例と考え報告 した.

229

It･ ･･; I-･:i････- ;､;･:上r･･:..､:～-/I:･･.∴
LJ)l例

浮
木
部
材

滝
八
阿
上

富樫

昭
芳
賀
輝

蒲

英
一

靭
墾

J
㌦滅噛

之
計
郎
均

康
善
太林

冶
沢
滞
倉

銅
柳
成
朝

(i-/ ･-･..'･)

57才男性,検診の USで腹部蕪胞を 指摘され精査入

院.各線画像診断および生化学的検査で森脇の由来臓器

の確静は得られず,手鮪および病理学的をこ副腎療胞と診

断された.精査時 ERPで尾部 まで続 く圭肝腎は総胆

管と共に主乳軌 こ開lJL,騨鈎部に分布する短い挿管は

副乳頭に開【~Jしてし､た.両肝管iこ交通はなく通常の pan-

cre asdivisum とは鼎なる鰐管義行を示 した.鰐は胎

盤初期の 2 つの原基に由来 し両者の癒合をこより形成され

る.本症例の成因として癒合 した鰐管が両分離したとい

う考え方,および胎生期の騨原基の発育が通常例と異な

り癒合不全が生 じたとする考えがあり,騨発生過程止,

興味ある鰐管連行を示 した症例である.

20)粘液産 生障癌の 2 例
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( 同 外 事斗 )

佐藤 啓- 中福田 剛明 曙 選 者 学 )

最近経験 した粘液産生肝癌の2例について報て十十る.

1例は 65 才男性で,糖尿病以外は無症状であー-､たが､

ERCP における陣管の喪胞状拡張と-ITクー--･･乳頭かr)

の粘液流出所見より粘液産生鮮癌と診断 した.もうユ例

は78才男性で上腹部不快感あり椅渡 したところ,血清学

的異常はなか-1たが,:l~--ニ- ･C T よi)坪内に糞胞所見
がみられ ERCP をこより搾管の拡張 8断裂像がみられ

たため.肺癌を疑い手術 したところ粘液産生肝癌であっ

た･粘液産生肺癌は比較的予後良好な肝癌で,特徴的な

画像所見を示すとされている,本 2 例も.自覚症状や血

清学的異常に乏 しか--:,たが,画像所見か-■〕早期に陣痛と

診断され 外 科 的 切 除 可能であった事より,衆重な症例

と考え報黙した.




